
　

江
戸
時
代
の
末
期
に
、
日
本
で
唯
一
石

橋
（
石
造
ア
ー
チ
橋
）
を
構
築
す
る
技
術

を
も
っ
た
「
種
山
石
工
集
団
」
が
熊
本
県

に
誕
生
し
、
熊
本
を
は
じ
め
九
州
各
地
に

多
く
の
石
橋
を
構
築
し
ま
し
た
。
現
在
、

そ
れ
ら
石
橋
の
多
く
は
は
長
年
の
使
用
に

よ
る
老
朽
化
な
ど
で
解
体
・
廃
棄
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
危
惧
し
た
有
志
た
ち
が

昭
和
55
年
に
「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
結
成
さ
れ
た
当
団
体

は
石
橋
の
保
護
活
動
を
す
る
団
体
で
、
石

橋
を
今
後
も
存
続
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
で
あ

る
尾
上
一
哉
さ
ん
（
千
滝
）
は
技
術
的
な

分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
通
潤
橋
を
は

じ
め
と
す
る
町
内
外
に
現
存
す
る
石
橋
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
石

橋
の
修
理
な
ど
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
に
は
「
種
山
石
工
養
成
講
座
」

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
石
橋
の

構
築
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、

技
術
継
承
を
目
的
と
し
て
、
美
里
町
の
竹

部
光
春
さ
ん
（
唯
一
の
石
橋
構
築
技
術
保

持
者
）
か
ら
石
橋
の
構
築
・
修
復
技
術
指

導
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
の
石
橋
を
守
る
会
が
受
賞
し
た
３

Ｒ
推
進
功
労
者
賞
と
は
、Reduce

（
抑
制
）・

Reuse

（
再
使
用
）・Recycle

（
再
資
源
化
）

の
３
つ
の
「
Ｒ
」
全
て
が
揃
っ
て
い
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
回
、
次
の
３
点
が

３
Ｒ
に
な
る
と
し
て
見
事
受
賞
が
決
定
し

ま
し
た
。

①
橋
梁
の
リ
デ
ュ
ー
ス
：
数
百
年
の
未

来
ま
で
耐
え
得
る
石
橋
は
、
新
た
な

橋
梁
を
掛
け
替
え
る
回
数
が
抑
制
出

来
る
。

②
石
橋
の
リ
ユ
ー
ス　

：
石
橋
の
拡
幅

を
行
う
こ
と
で
、
交
通
量
の
変
化
に

対
応
で
き
る
他
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
再
生
も
可
能
と
な
る
。

③
石
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
：
建
物
の
解
体

廃
材
等
の
基
礎
石
・
壁
石
な
ど
、
全

て
の
石
材
は
石
橋
の
材
料
と
し
て
再

利
用
可
能
で
あ
る
。

　

９
月
24
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
よ
り
山
都
町
蘇
陽
地

区
を
含
む
阿
蘇
地
域
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
国
内
候
補
地
と
し
て

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活

動
や
痕
跡
か
ら
大
地
の
成
り
立

ち
を
知
り
、
人
間
と
の
関
わ
り

を
楽
し
む
自
然
の
中
の
公
園
と

い
う
意
味
で
あ
る
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」。
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
巨

大
な
火
山
活
動
の
跡
で
あ
る
「
カ

ル
デ
ラ
」
を
は
じ
め
と
す
る
地

形
・
地
質
の
遺
産
と
、
そ
こ
で

生
活
し
て
い
る
人
間
の
営
み
が

世
界
に
誇
る
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
で
自
分

た
ち
の
大
地
の
成
り
立
ち
や
特

徴
を
知
る
事
で
、
地
域
資
源
の

特
徴
や
大
切
さ
に
気
付
き
、
防

災
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
オ
パ
ー

ク
で
あ
る
こ
と
を
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
に
利
用

し
、
そ
の
質
を
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

阿
蘇
は
２
０
０
９
年
に
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
地

の
成
り
立
ち
の
テ
ー
マ
を
持
っ

た
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
（
認
定

地
域
）」
が
阿
蘇
を
含
め
32
か
所

あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
阿
蘇

が
目
指
す
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
認
定
を
受
け
て
い
る
地
域
は

洞
爺
湖
有
珠
山
（
北
海
道
）
な

ど
6
か
所
あ
り
ま
す
。

　

世
界
に
は
「
香
港
」（
中
国
）

や
、「
済
州
島
」（
韓
国
・
世
界

自
然
遺
産
に
も
認
定
）
の
ほ
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
多
く
、
29

カ
国
・
地
域
に
１
０
０
か
所
の

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

（
２
０
１
３
年
9
月
現
在
）

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る

に
は
、
美
し
く
、
珍
し
い
自
然

や
景
色
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
を
伝
え
、

教
育
や
観
光
に
活
用
し
て
い
る

か
な
ど
、
保
護
と
活
用
に
関
す

る
厳
し
い
審
査
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
日
本
委
員
会
の
推
薦
獲

得
は
阿
蘇
１
地
域
の
み
で
す
。

日
本
代
表
の
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
世
界

審
査
に
臨
み
ま
す
。
今
後
、
世

界
委
員
会
の
書
類
審
査
、
来
年

夏
の
現
地
審
査
の
後
、
秋
に
は

認
定
の
可
否
が
判
明
し
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
）
が
支
援
す
る
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
仲
間
入
り
で
、
阿
蘇
が
世
界

的
な
カ
ル
デ
ラ
火
山
・
文
化
を

有
す
る
地
域
と
し
て
、
名
実
と

も
に
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
を
世

界
中
に
発
信
で
き
ま
す
。

　

市
町
村
や
地
域
団
体
で
つ
く

る
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
や
、

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ガ
イ
ド
で
つ

く
る
協
会
で
は
、
見
学
ツ
ア
ー

や
ブ
ラ
ン
ド
商
品
認
定
な
ど
実

施
し
、
情
報
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
世
界
審
査
で
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
で
生
活
す
る
皆
さ
ん
が
、
地

域
の
成
り
立
ち
や
素
晴
ら
し
さ

に
気
付
い
て
い
る
か
？
な
ど
も

認
定
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
今
後

も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：

　

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　
（
０
９
６
７

－
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２
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）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　

http://w
w
w
.aso-geopark.jp/

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
へ
前
進

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
へ
前
進  

〜
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
推
薦
を
獲
得
〜

〜
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
推
薦
を
獲
得
〜

パンフレット

教育活動ガイド風景

阿蘇ジオパーク号
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